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岩手県山田町】でともされた「合川まと火」

一■ヽ■へ′ヽ′ヽ′ヽ′ヽ■ヽ■ヽ′ヽ′ヽ■、■■ヽ■■ヽ′ヽ′ヽ■■－｛■ヽ■■ヽ■、′ヽ■ヽJ■ヽ′ヽ′ヽ■■ヽ■■一、・■～■ヽ■■ヽ′ヽ■■叫■ヽ■、′ヽ′ヽ■へ■鴫■■u■ヽ′ヽ■へ■ヽ■～′ヽ■へ■～■■、■‰′ヽ■～′ヽ■■、■ヽ一札■■、′ヽ■へ′ヽ■h】■ヽ■～′ヽ■■・■■】■ヽ′ヽ■叫′ヽ■ヽ′ヽ■■・′ヽ′ヽウ

l

震
災
の
被
災
者
を
供
養

緑
野
見
守
る
住
民
手
を
合
わ
せ

北
秋
田
市
合
川
中
学
校
〓
小
笠
原
茂
人
校
長
）
の
生
産
3
3
人
と
合
川
地
区
住
民
ら

計
5
0
人
が
1
2
日
か
ら
3
日

間
、
被
災
地
の
岩
手
県
山
田

町
を
訪
れ
、
被
災
者
供
養
の

「
ま
と
火
（
び
）
」
を
披
露
し

た
ほ
か
、
だ
ま
こ
鍋
を
振
る

舞
う
な
ど
し
同
町
民
と
交
流

した。合
川
地
区
の
ま
と
火
関
係

者
ら
住
民
の
闇
で
「
慰
霊
と

復
興
を
頗
い
、
被
災
地
で
ま

と
火
が
で
き
な
い
も
の
か
」

と
の
思
い
が
、
県
の
「
子
ど

も
ふ
る
さ
と
交
流
推
進
事

業
」
の
活
用
で
実
現
。
市
と

縁
の
あ
る
山
田
町
を
訪
れ
た
。

初
日
、
仮
設
住
宅
で
チ
ラ

シ
を
配
る
な
ど
で
同
交
流
事

業
を
P
R
。
町
内
の
お
寺
で

団
結
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、

被
災
者
の
体
験
談
を
聞
い
た
。

2
日
日
、
ま
と
火
会
場
の

山
田
北
小
学
校
前
で
「
だ
ま

こ
鍋
交
流
」
。
5
0
0
人
余

り
が
集
い
、
新
米
と
比
内
地

鶏
、
ス
ー
プ
な
ど
J
A
あ
き

た
北
央
が
無
償
提
供
の
手
作

り
だ
ま
こ
と
持
参
の
「
パ
パ

へ
ラ
ア
イ
ス
」
が
好
評
を
博

した。夕
刻
、
山
田
町
と
北
秋
田

地
区
か
ら
参
列
の
僧
侶
に
よ

る
「
鎮
魂
供
養
式
」
に
続
き
、

ま
と
火
を
開
始
。
合
川
中
生

徒
の
た
い
ま
つ
に
よ
る
点
火

で
長
さ
約
1
2
0
㍍
に
わ
た

る
「
水
平
ま
と
火
」
と
「
つ

な
ぐ
」
の
火
文
字
が
描
か
れ

た
。
見
守
る
住
民
の
中
に
は

手
を
合
わ
せ
る
人
も
み
ら
れ

た。
最
終
日
は
、
大
鰐
市
出
身

の
医
師
・
平
泉
宣
さ
ん
の
被

災
地
支
援
の
講
話
を
聞
き
、

平
泉
さ
ん
ら
に
よ
る
災
害
遺

児
支
援
の
「
鈴
木
善
幸
記
念

教
育
基
金
」
に
合
川
中
学
校

祭
で
の
バ
ザ
ー
収
益
金
と
募

金
を
寄
付
し
た
。

参
加
し
た
合
川
中
生
徒
は

「
被
災
さ
れ
た
方
々
の
お
話

を
聞
い
た
り
、
仮
設
住
宅
を

回
り
チ
ラ
シ
を
配
る
な
ど
、

貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」
「
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
適
し
て
被

災
者
の
万
々
に
元
気
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
た
し
、
ま
た
、

自
分
た
ち
も
元
気
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
」
「
被
災
地
に

行
っ
て
学
ん
だ
こ
と
、
見
た

こ
と
、
聞
い
た
こ
と
を
忘
れ

ず
、
生
か
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
な

と
患
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ

て
い
る
。

本
県
最
低
賃
金
6
6
5
円
に

相
聞
現
行
よ
り
H
円
ア
ッ
プ

本
県
の
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
、
2
6
日
か
ら
1
1
円
ア
ッ

プ
し
、
時
間
額
「
6
6
5
円
」

と
な
る
。

最
低
賃
金
は
臨
時
、
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
県
内

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
、
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金

を
支
払
わ
な
い
と
最
低
賃
金

法
違
反
と
な
る
。

賃
金
は
精
皆
勤
手
当
、
家

族
手
当
、
通
勤
手
当
、
時
間

外
手
当
、
賞
与
な
ど
を
除
い

た
金
額
が
最
低
賃
金
以
上
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

月
給
や
日
給
の
場
合
は
時
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闇
額
に
換
算
し
た
賃
金
が
最

低
賃
金
以
上
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

最
低
賃
金
に
は
、
都
道
府

県
ご
と
の
「
地
域
別
最
低
賃

金
」
と
、
特
定
の
産
業
に
適

用
さ
れ
る
「
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
」
が
あ
る
。
最
低

賃
金
は
最
低
賃
金
法
に
基
づ

き
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定

め
て
お
り
、
使
用
者
（
事
業

主
）
は
そ
れ
以
上
の
賃
金
を

労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

地
域
別
最
低
賃
金
は
全
て

の
労
働
者
の
貸
金
の
最
低
額

を
保
障
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
、
苧
弔
、
塩

派
遣
労
働
者
に
は
派
遣
先

の
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る

た
め
、
派
遣
元
の
使
用
者
と

派
遣
さ
れ
る
労
働
者
は
、
派

遣
先
の
事
業
所
に
適
用
さ
れ

る
最
低
賃
金
を
把
握
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

詳
し
く
は
秋
田
労
働
局
賃

金
室
（
m
O
1
8
・
8
8
3

・
4
2
6
6
）
ま
で
。

2
0
日
学
習
発
表
会

「
前
日
祭
」
1
8
日

米
内
沢
小

北
秋
田
市
米
内
沢
小
学
校

（
神
成
寿
寛
校
長
、
1
5
1

人
）
の
学
習
発
表
会
は
2
0
日

午
前
8
時
5
0
分
か
ら
同
校
体

育
館
で
開
か
れ
る
。

テ
ー
マ
は
「
笑
顔
で
つ
く

る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト


